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第４回
臨時会

議 案 審 議議 案 審 議
10月27日開催10月27日開催

　大樹漁協または大樹漁協に所属する漁業協同経営体　大樹漁協または大樹漁協に所属する漁業協同経営体
が、水産物の付加価値向上のための取組として実施するが、水産物の付加価値向上のための取組として実施する
「魚介類鎮静化装置」2組の導入に対し、補助対象経費「魚介類鎮静化装置」2組の導入に対し、補助対象経費
の内4/5を上限として補助。の内4/5を上限として補助。

　感染症の影響により売上が減少している町内事業者を　感染症の影響により売上が減少している町内事業者を
支援するため、1事業所あたり20万円を上限として支援支援するため、1事業所あたり20万円を上限として支援
金を給付。金を給付。

　教師用タブレット端末（Chromebook）、小学校用12台、　教師用タブレット端末（Chromebook）、小学校用12台、
中学校用9台を購入。中学校用9台を購入。

般会計予算般会計予算
1,530万6,000円1,530万6,000円をを追加補正追加補正一

　アパートや住宅の新築増により不足となった、量水器　アパートや住宅の新築増により不足となった、量水器
48個を購入。相川送水管路河川横断部護床工事に1,30048個を購入。相川送水管路河川横断部護床工事に1,300
万円増額補正。万円増額補正。

道事業会計予算道事業会計予算
1,365万円を追加補正1,365万円を追加補正水

大樹町漁業振興事業  大樹町漁業振興事業  

商工業振興対策事業  商工業振興対策事業  

教育振興事業  教育振興事業  

一般会計５件、
水道事業会計２件、
病院事業会計１件の
補正予算を審議

行政報告に対する行政報告に対する質疑と答弁質疑と答弁行
大樹高等学校の2間口維持について大樹高等学校の2間口維持について

2間口維持は非常に厳しい状況であると認識している。2間口維持は非常に厳しい状況であると認識している。
学校案内パンフレットの一新や、新聞折込チラシを南十勝、帯広市内の一部に配布するな学校案内パンフレットの一新や、新聞折込チラシを南十勝、帯広市内の一部に配布するな
ど、入学者増に向けたＰＲ活動を進めている。ど、入学者増に向けたＰＲ活動を進めている。

大樹高等学校活性化推進協議会での2間口維持に対する現状認識と今後の取組は。
菅　敏範 議員問

板谷教育長板谷教育長答

水産物の付加価値向上に支援

中小企業等に特別支援金を給付

ＩＣＴ授業の充実
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　環境省では2050年までに、二酸化炭素の排出を実質ゼロにすることを　環境省では2050年までに、二酸化炭素の排出を実質ゼロにすることを
目指す旨を公表した地方自治体を、ゼロカーボンシティとしています。目指す旨を公表した地方自治体を、ゼロカーボンシティとしています。
　国や北海道では、2050年までの温室効果ガス排出実質ゼロを宣言し、　国や北海道では、2050年までの温室効果ガス排出実質ゼロを宣言し、
地球温暖化対策を重点施策に掲げるなど、脱炭素社会に向けた動きを地球温暖化対策を重点施策に掲げるなど、脱炭素社会に向けた動きを
加速している中で、大樹町では他の地域に先駆け家庭用太陽光発電の加速している中で、大樹町では他の地域に先駆け家庭用太陽光発電の
導入支援や、公共施設への再生可能エネルギー導入に取り組んできました。導入支援や、公共施設への再生可能エネルギー導入に取り組んできました。
　管内市町村では初となるZEBレディー基準を達成する庁舎が完成することなども踏ま　管内市町村では初となるZEBレディー基準を達成する庁舎が完成することなども踏ま
え、2050年までに二酸化炭素排出ゼロを目指す、ゼロカーボンシティを宣言し地球環境に配え、2050年までに二酸化炭素排出ゼロを目指す、ゼロカーボンシティを宣言し地球環境に配
慮した持続可能なまちづくりに町民や地域、事業者の皆様と一体となって取り組んでいきた慮した持続可能なまちづくりに町民や地域、事業者の皆様と一体となって取り組んでいきた
いと考えています。いと考えています。

ロカーボンシティ宣言ロカーボンシティ宣言ゼ

見書の提出見書の提出意
【提出先】【提出先】　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣
選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書

【提出先】【提出先】　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、
国土交通大臣、厚生労働大臣、環境大臣国土交通大臣、厚生労働大臣、環境大臣

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書

・�町が全国から募った寄附金を財源とし、試験養殖事業を実施している漁業者団体へ赤潮被・�町が全国から募った寄附金を財源とし、試験養殖事業を実施している漁業者団体へ赤潮被
害に対する緊急支援を行う補助金180万円を予算計上しました。害に対する緊急支援を行う補助金180万円を予算計上しました。
・�赤潮による漁業被害を受けた大樹漁協に対し、経済的負担の軽減と地域漁業の振興に資す・�赤潮による漁業被害を受けた大樹漁協に対し、経済的負担の軽減と地域漁業の振興に資す
る持続的な取り組みを支援するための補助金710万円を予算計上しました。る持続的な取り組みを支援するための補助金710万円を予算計上しました。

　新型コロナウイルス感染症の影響によって収入が減少した漁業者を支援するため、ひと月　新型コロナウイルス感染症の影響によって収入が減少した漁業者を支援するため、ひと月
の売上が前年または前々年同月比で20％以上減少している漁業者に対し、20万円を上限に支の売上が前年または前々年同月比で20％以上減少している漁業者に対し、20万円を上限に支
援金を給付するため予算計上しました。援金を給付するため予算計上しました。

　総務省主管の公衆無線LAN環境整備支援事業を活用し、避難所である町内3カ所のコミュニ　総務省主管の公衆無線LAN環境整備支援事業を活用し、避難所である町内3カ所のコミュニ
ティセンターに公共施設の有効活用を図るため、無線によるインターネット環境を整備します。ティセンターに公共施設の有効活用を図るため、無線によるインターネット環境を整備します。
・平常時の施設利用者の利用が可能・平常時の施設利用者の利用が可能
・災害避難時の情報収集手段が可能・災害避難時の情報収集手段が可能

般会計予算般会計予算
1億1,139万5,000円を追加補正1億1,139万5,000円を追加補正一
赤潮被害の対策  赤潮被害の対策  890万円増額890万円増額

漁業者に対する支援  漁業者に対する支援  地方創生臨時交付金を活用し620万円増額地方創生臨時交付金を活用し620万円増額

インターネット環境を整備  インターネット環境を整備  694万1,000円増額694万1,000円増額

第４回
定例会

議 案 審 議議 案 審 議
12月6日～12月9日開催12月6日～12月9日開催

条例の一部改正、
規約の変更、
補正予算、財産の取得
など24件を審議
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合 同 所 管 事 務 調 査

住 民 懇 談 会

総 務 ・ 経 済 常 任 委 員 会

広 報 広 聴 常 任 委 員 会

【調査目的】【調査目的】○�第5期大樹町総合計画執行計画（後期）に基づき、公共施設○�第5期大樹町総合計画執行計画（後期）に基づき、公共施設
管理計画で示されたハード面の進捗状況の調査を行い、第6管理計画で示されたハード面の進捗状況の調査を行い、第6
期大樹町総合計画策定に向けた検討課題を明らかにする。期大樹町総合計画策定に向けた検討課題を明らかにする。

【調査場所】【調査場所】○�町有バス車庫、晩成温泉・学童農業研修センター、地場○�町有バス車庫、晩成温泉・学童農業研修センター、地場
産品研究センター、公衆浴場、町営牧場（晩成・光地園）、産品研究センター、公衆浴場、町営牧場（晩成・光地園）、
Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナ・武道館、　火葬場の10カ所。Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナ・武道館、　火葬場の10カ所。

【調査報告】【調査報告】○�既に設備・外装等の改修を終えた施設もあり、当面は小破的な修繕を行いながら利用可能○�既に設備・外装等の改修を終えた施設もあり、当面は小破的な修繕を行いながら利用可能
な施設もある。その他の施設については、次期総合計画の策定にあたり、総合計画執行計な施設もある。その他の施設については、次期総合計画の策定にあたり、総合計画執行計
画で整備更新の優先順位を定め、大規模改修もしくは改築の検討をされると思うが、財源画で整備更新の優先順位を定め、大規模改修もしくは改築の検討をされると思うが、財源
の確保についても大きな課題となっている。の確保についても大きな課題となっている。
将来的な施設の在り方も含め、様々な観点から検討し方針を決める必要がある。将来的な施設の在り方も含め、様々な観点から検討し方針を決める必要がある。

○�建物の長寿命化を図るためには、外装や設備等の点険結果に基づいた修繕・設備等の更新○�建物の長寿命化を図るためには、外装や設備等の点険結果に基づいた修繕・設備等の更新
計画を作成していくことが重要であり、建物を少しでも長く使用できるような工夫が必要計画を作成していくことが重要であり、建物を少しでも長く使用できるような工夫が必要
である。である。
○�目的や用途が変わった施設、改修しても使用困難な施設等、管理面積を減らす努力が必要○�目的や用途が変わった施設、改修しても使用困難な施設等、管理面積を減らす努力が必要
と思われるため、役目を終えた施設や改修が困難な施設の廃止については、検討内容を都と思われるため、役目を終えた施設や改修が困難な施設の廃止については、検討内容を都
度町民に周知し理解を得ながら、次期計画で検討することが必要である。度町民に周知し理解を得ながら、次期計画で検討することが必要である。

　11月10日　11月10日「選択的夫婦別姓」「選択的夫婦別姓」をテーマに住民懇談会を開催しました。をテーマに住民懇談会を開催しました。
　町内にお住まい又は事業所に勤務されている21名の方々に参加いただき、選択的夫婦別姓制度に対す　町内にお住まい又は事業所に勤務されている21名の方々に参加いただき、選択的夫婦別姓制度に対す
るメリット・デメリットについて意見を交わしました。るメリット・デメリットについて意見を交わしました。
　参加者からは「別姓夫婦から生まれた子どもの姓はどうなる」「夫婦別姓という選択肢があってもいい」　参加者からは「別姓夫婦から生まれた子どもの姓はどうなる」「夫婦別姓という選択肢があってもいい」
「結婚しても別姓は選ばないと思う」など様々な質問や意見が上がりました。「結婚しても別姓は選ばないと思う」など様々な質問や意見が上がりました。
　選択的夫婦別姓制度は、婚姻制度や家族の在り方と関係する重要な問題であるため、国会で議論を進　選択的夫婦別姓制度は、婚姻制度や家族の在り方と関係する重要な問題であるため、国会で議論を進
める必要があると思われます。める必要があると思われます。
　なお、選択的夫婦別姓制度の法制化については、大樹町議会にも陳情書が提出されており、今回頂い　なお、選択的夫婦別姓制度の法制化については、大樹町議会にも陳情書が提出されており、今回頂い
たご意見は審議の参考にさせていただきました。たご意見は審議の参考にさせていただきました。

　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で住民懇談会の開催を見送りましたが、今年度は町民　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で住民懇談会の開催を見送りましたが、今年度は町民
の皆様の貴重な声を聴くことができました。今後も住民と議会の相互理解を深め、地域課題などに即の皆様の貴重な声を聴くことができました。今後も住民と議会の相互理解を深め、地域課題などに即
した議会活動を行ないます。した議会活動を行ないます。

　国会での審議が進んでいない現状を踏まえ、国及び政府が議論を積極的に行うことを要望する「選択　国会での審議が進んでいない現状を踏まえ、国及び政府が議論を積極的に行うことを要望する「選択
的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書」を提出しました。的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書」を提出しました。

第5期大樹町総合計画執行計画（後期）の進捗状況について第5期大樹町総合計画執行計画（後期）の進捗状況について

第4回定例会での審議結果第4回定例会での審議結果



5　　　　たいき議会だより（No.187）

町民の声を
町民の代表として９名の議員が11項目について質問しました
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※1名につき1ページを割り当て、内容を要約して掲載しています。

菅　　敏範 議員
◎町営牧場の経営管理について

辻本　正雄 議員
◎町道の整備について

齊藤　　徹 議員
◎�町長公約の検証（3年間）と
令和4年度の主要施策（予算
編成）について

西山　弘志 議員
◎�町道の横断歩道・街灯・標識
が無い危険箇所の総点検につ
いて

吉岡　信弘 議員
◎赤潮の対策と支援について

西田　輝樹 議員
◎行政の見える化について
◎情報社会での教育活動について

志民　和義 議員
◎�漁業関係の赤潮被害と対策に
ついて
◎�少人数学級実現と教員の確保
について

寺嶋　誠一 議員
◎�大樹町過疎地域持続的発展市
町村計画について

船戸　健二 議員
◎大樹でかなえるマイホーム
　支援事業について

一 般 質 問 町政に届ける

ここはどうなっている…。
私の気になること。

ここが聞きたい…。
私の質問したいこと。
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質
問

　

町
道
の
横
断
歩
道
の
設
置

数
は
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

川
北
１
カ
所
、
川
南
３
カ

所
の
計
４
カ
所
に
設
置
。

質
問

　

町
民
か
ら
街
灯
設
置
の
要

望
は
上
が
っ
て
い
な
い
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

街
灯
の
設
置
は
行
政
区
を

通
じ
て
要
望
し
て
い
た
だ
き
、

現
地
を
確
認
し
た
上
で
、
設

置
し
て
い
る
。

質
問

　

街
灯
の
な
い
危
険
箇
所
の

総
点
検
を
実
施
し
て
は
。

　

ま
た
、
行
政
区
を
通
さ
ず
、

直
接
要
望
で
き
る
窓
口
を
設

置
し
て
は
。

答
（
鈴
木
総
務
課
長
）

　

街
灯
設
置
の
要
望
は
総
務

課
で
受
け
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
直
接
要
望
が
あ
っ
た
場

合
は
、
総
務
課
か
ら
行
政
区

長
に
連
絡
し
、
協
議
の
上
対

応
し
て
い
る
。

　

危
険
箇
所
の
総
点
検
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
。

質
問

　

通
学
路
の
横
断
歩
道
・
街

灯
・
標
識
の
設
置
な
ど
、
安

全
対
策
の
協
議
状
況
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

９
月
29
日
に
関
係
機
関
が

集
ま
り
、
通
学
路
合
同
点
検

を
実
施
し
た
。
学
校
側
か
ら

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
9
カ

所
に
つ
い
て
、
現
地
確
認
と

協
議
を
行
な
い
、
危
険
箇
所

の
認
識
を
共
有
し
、
一
部
に

つ
い
て
は
対
策
が
決
定
し
た

と
こ
ろ
。
横
断
歩
道
、
信
号

機
、
標
識
な
ど
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
に
要
望

し
て
い
る
が
、「
危
険
性
が

高
い
箇
所
と
は
認
め
ら
れ
な

い
」「
交
通
規
制
等
の
設
置

基
準
に
満
た
な
い
」
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
認
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
少
な
い
。

質
問

　

子
ど
も
達
か
ら
「
夜
、
帰

り
道
が
暗
い
の
で
街
灯
を
設

置
し
て
ほ
し
い
」「
横
断
歩

道
を
つ
け
て
ほ
し
い
」「
車

道
と
歩
道
の
区
別
が
つ
か

な
い
」「
車
両
の
速
度
が
速

い
」
な
ど
、
通
学
路
に
対
す

る
様
々
な
声
を
聞
い
て
い
る
。 　

ま
た
、
中
学
校
前
の
交
差

点
と
高
校
前
の
道
路
に
横
断

歩
道
が
設
置
さ
れ
な
い
の
は

設
置
基
準
に
満
た
な
い
か
ら

な
の
か
。
事
故
が
起
き
て
か

ら
で
は
遅
く
、
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
対
策
が
必
要
で
は
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

町
民
の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

注
意
喚
起
も
含
め
進
め
て

い
る
。
危
険
箇
所
の
回
避

は
、
地
域
安
全
推
進
協
議
会

や
学
校
、
子
ど
も
達
の
声
を

反
映
し
な
が
ら
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。
横
断
歩
道
の

設
置
に
つ
い
て
は
基
準
が
あ

り
、
要
望
し
て
も
叶
わ
な
い

が
、
こ
れ
か
ら
も
、
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
万
全
を

尽
く
す
こ
と
が
、
町
の
役
目

で
あ
る
と
考
え
る
。

中
学
校
前
、
高
校
前
に
な
ぜ
横
断
歩
道
が

設
置
さ
れ
な
い
の
か

質問

横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
基
準
が
あ
り
、

要
望
し
て
も
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い

答

横
断
歩
道
の
な
い
町
道
交
差
点

西山　弘志 議員

町
道
の
横
断
歩
道
・
街
灯
・

標
識
が
無
い
危
険
箇
所
の

総
点
検
に
つ
い
て

Q1
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行
政
の
見
え
る
化
に
努
力
を

質問

情
報
共
有
を
図
り
町
民
参
加
を
促
す

答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
術
講
座
の
様
子

質
問

　

予
算
書
・
決
算
書
に
※「
款
」

※「
項
」レ
ベ
ル
で
、人
件
費
を

分
散
計
上
で
き
な
い
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　
「
款
」「
項
」
の
区
分
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
を
基
準
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
決
算
統
計
で
整
理

し
て
い
る
資
料
を
提
供
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

質
問

　

健
全
化
判
断
比
率
等
の
全

国
や
管
内
の
状
況
、
順
位
を

住
民
に
周
知
で
き
な
い
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

毎
年
度
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
の
４
項
目
を
、
広
報
紙
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。
道
内
市
町
村
の
状

況
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

質
問

　

全
て
の
公
務
の
「
見
え
る

化
」
の
考
え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　
「
見
え
る
化
」
に
す
る
こ

と
で
、
透
明
で
開
か
れ
た
町

政
が
推
進
さ
れ
る
。

　
「
見
え
る
化
」
で
き
る
も

の
は
、
今
後
も
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
各
種
会

議
を
通
じ
て
、
情
報
提
供
や

共
有
に
努
め
、
町
民
と
の
協

働
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
現
在
の
開

催
状
況
は
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

平
成
15
年
ま
で
開
催
し
て

い
た
が
、
現
在
は
開
催
し
て

い
な
い
。

質
問

　

高
等
学
校
開
放
講
座
で
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
運
営
状
況

は
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

参
加
者
の
減
少
や
講
師
を

担
う
教
員
が
い
な
い
た
め
、

現
在
は
開
催
し
て
い
な
い
。

質
問

　

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得

て
の
講
座
開
設
の
考
え
は
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

過
去
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

活
用
術
講
座
を
開
催
し
て
お

り
、
今
後
も
民
間
事
業
者
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い
と
考
え

る
。

質
問

　

今
後
の
社
会
人
向
け
の
情

報
教
育
の
考
え
方
は
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

高
齢
者
や
初
心
者
向
け
な

ど
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
関
心

に
応
じ
た
情
報
教
育
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。西田　輝樹 議員

行
政
の
見
え
る
化
に

つ
い
て

Q1

情
報
社
会
で
の
教
育

活
動
に
つ
い
て

Q2

※�一般会計における款
かん

・項
こう

・目
もく

・節
せつ

とは？…予算を区分するときに使う名称で、「款
かん

」は
最も大きな区分、次に「項

こう

」「目
もく

」「節
せつ

」と続きます。歳出においては、款・項は目的別
（民生費など）に分類され、節は性質別（委託料など）に区分されています。
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質
問

　

町
内
漁
業
の
赤
潮
被
害
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
被
害
金
額
、
赤
潮
の
原

因
調
査
、
被
害
の
補
償
を
引

き
続
き
国
に
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

さ
け
定
置
網
漁
業
で
は
、

最
終
的
に
３
千
４
百
匹
余
り

の
被
害
が
確
認
さ
れ
た
。
サ

ク
ラ
マ
ス
は
栽
培
水
産
試
験

場
と
と
も
に
、
近
日
中
に
最

終
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る

が
、
生
存
を
確
認
し
て
い
た

32
尾
も
非
常
に
厳
し
い
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
漁

獲
量
が
減
少
し
て
い
る
魚
種

が
あ
る
が
、
赤
潮
と
の
因
果

関
係
は
、
今
後
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

国
に
対
し
て
の
原
因
調
査
、

被
害
補
償
の
要
望
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
強
化
、
資

源
回
復
や
漁
業
経
営
の
維

持
・
安
定
対
策
の
推
進
、
被

害
対
応
を
行
う
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
に
つ
い
て
、
既
に

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
る
。

　

今
後
も
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
対
策
の
強
化
と
支
援
の

充
実
を
求
め
て
い
く
。

質
問

　

11
月
19
日
、
公
立
小
中
学

校
の
教
員
定
数
に
つ
い
て
、

国
と
全
国
知
事
会
等
が
協
議

し
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
文
部
科
学
大
臣
は

「
30
人
学
級
は
諦
め
て
い
な

い
」
と
述
べ
、
少
人
数
学
級

の
更
な
る
充
実
に
向
け
た
教

員
確
保
を
検
討
す
る
と
述
べ

て
い
る
。

　

35
人
学
級
が
実
現
し
た
が
、

さ
ら
に
、
30
人
学
級
実
現
と

教
員
を
確
保
す
る
よ
う
引
き

続
き
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

今
年
、
約
40
年
ぶ
り
に
学

級
編
成
の
標
準
の
一
律
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
た
。

　

大
樹
小
学
校
１
年
生
は
、

通
常
学
級
の
児
童
数
が
35
人

を
下
回
り
、
本
来
な
ら
１
ク

ラ
ス
に
な
る
と
こ
ろ
、
ク
ラ

ス
替
え
な
し
の
過
密
な
状
況

を
回
避
す
べ
く
、
今
年
度
初

め
て
町
単
費
の
教
員
を
採
用

し
、
２
学
級
の
編
成
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。「
個
別
最

適
な
学
び
」「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

に
は
、
一
人
一
人
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
が
必
要
と

さ
れ
、
将
来
的
な
30
人
学
級

は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、

一
方
で
教
員
不
足
の
問
題
も

あ
り
、
教
育
の
質
を
保
つ
こ

と
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
へ
の
35
人
学
級
拡

大
や
そ
の
先
に
あ
る
30
人
学

級
の
実
現
に
向
け
、
管
内
教

育
委
員
会
と
も
情
報
共
有
し
、

全
国
町
村
教
育
長
会
、
北
海

道
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

な
ど
を
通
じ
て
要
望
を
検
討

し
て
い
く
。

質
問

　

今
後
35
人
を
下
回
り
、
１

ク
ラ
ス
に
な
っ
た
場
合
、
町

単
費
で
２
学
級
に
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

町
単
費
で
教
員
を
雇
用
す

る
こ
と
は
財
政
的
な
こ
と
も

あ
り
、
町
長
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

漁
業
関
係
の
赤
潮
被

害
と
対
策
に
つ
い
て

Q1

少
人
数
学
級
実
現
と

教
員
の
確
保
に
つ
い
て

Q2

30
人
学
級
の
実
現
と
必
要
な
教
員
確
保
の

た
め
の
要
望
を

質問

将
来
的
な
30
人
学
級
の
実
現
に
向
け
要
望
を
検
討
す
る

答

少
人
数
学
級
で
の
授
業
風
景

志民　和義 議員



ここが聞きたい！
一 般 質 問

9　　　　たいき議会だより（No.187）

安
定
し
た
財
源
の
確
保
や
効
率
的
な

配
分
均
等
あ
る
財
政
運
営
を

質問

経
常
経
費
の
削
減
、
事
務
事
業
等
の
見
直
し
、
財
源
の

確
保
、
効
率
的
な
予
算
配
分
等
の
検
討
を
進
め
る

答

経
済
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

質
問

　

安
定
し
た
財
源
の
確
保
や

効
率
的
な
配
分
等
均
衡
あ
る

財
政
運
営
を
ど
う
す
る
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

こ
れ
か
ら
の
起
債
償
還
等

も
見
据
え
、
役
場
内
部
に
行

財
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置

し
、
経
常
経
費
の
削
減
、
職

員
定
数
、
事
務
事
業
の
見
直

し
等
を
進
め
て
い
る
。

質
問

　

令
和
３
年
度
決
算
の
健
全

化
判
断
比
率
の
予
想
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

今
年
度
借
入
の
過
疎
債
や

公
適
債
に
つ
い
て
は
、
償
還

ま
で
の
据
え
置
き
が
あ
り
、

令
和
３
年
度
決
算
で
急
激
に

高
く
は
な
ら
な
い
が
、
実
質

公
債
費
比
率
や
将
来
負
担

比
率
は
、
起
債
償
還
が
始
ま

る
令
和
７
年
度
か
ら
高
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

繰
上
げ
償
還
等
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
化

を
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問

　

若
年
層
流
出
の
抑
制
と
合

計
特
殊
出
生
率
を
上
昇
さ
せ

る
具
体
的
な
対
策
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
求
め
る
若
者
が

増
え
て
い
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
な
ど
関
係
人
口
の

創
出
拡
大
に
向
け
た
、
受
入

れ
体
制
の
整
備
や
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
う
。

質
問

　

大
樹
町
に
移
住
・
定
住
す

る
促
進
対
策
や
雇
用
促
進
に

関
わ
る
補
助
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

分
譲
地
や
公
営
住
宅
、
空

き
家
な
ど
総
合
的
な
住
宅
情

報
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
を

検
討
し
た
い
。
雇
用
促
進
の

補
助
で
は
、工
場
等
を
新
設
・

増
設
す
る
企
業
に
対
し
、
雇

用
す
る
人
数
に
応
じ
て
補
助

金
を
交
付
す
る
制
度
や
起
業

に
よ
る
産
業
の
振
興
や
雇
用

促
進
を
図
る
起
業
家
等
支
援

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問

　

町
内
の
施
設
全
体
の
公
共

料
金
を
見
直
し
て
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

観
光
施
設
に
限
ら
ず
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
性
質
や

経
費
に
対
す
る
受
益
者
負
担

の
割
合
、
負
担
の
公
平
性
の

確
保
や
管
内
状
況
等
を
考
慮

し
設
定
し
て
い
る
。
現
在
、

行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
費

用
負
担
額
が
適
正
で
あ
る
か

検
討
し
て
い
る
。

質
問

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
）方
式
や
Ｄ
Ｂ
Ｏ（
公

設
民
営
）
の
取
組
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

施
設
の
状
況
に
よ
り
補
助

金
や
過
疎
債
な
ど
の
有
利
な

財
源
や
管
理
方
法
を
選
択
し

て
い
る
。
民
間
の
資
金
や
ノ

ウ
ハ
ウ
が
有
利
と
思
わ
れ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
公
設
民

営
等
の
制
度
導
入
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
く
。

寺嶋　誠一 議員

大
樹
町
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
市
町
村
計

画
に
つ
い
て

Q1
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経
年
劣
化
に
よ
り
傷
ん
だ
町
道

質
問

　

近
年
農
畜
産
業
は
、
規
模

拡
大
に
よ
る
労
働
者
不
足
を

背
景
に
大
型
機
械
・
大
型
車

両
の
導
入
が
著
し
く
進
ん
で

い
る
。

　

国
も
生
産
基
盤
維
持
、
生

産
性
向
上
を
掲
げ
、
大
型
機

械
車
両
導
入
に
対
す
る
補
助

政
策
を
進
め
る
な
ど
、
後
押

し
を
行
っ
て
い
る
。

　

運
送
業
界
に
お
い
て
も
農

産
物
の
運
搬
は
10
ｔ
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
が
主
流
だ
っ
た
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
燃
料
高

騰
、
働
き
方
改
革
な
ど
の
影

響
に
よ
り
20
ｔ
ト
レ
イ
ラ
ー

ダ
ン
プ
が
増
加
し
て
い
る
。

物
流
環
境
の
変
化
に
よ
り
大

型
車
両
通
行
が
増
す
中
、
町

道
の
強
化
整
備
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

町
道
５
５
３
㎞
の
内
、
舗

装
は
２
１
２
㎞
あ
り
、
経
年

劣
化
や
大
型
車
両
の
通
行
に

よ
り
、
路
肩
に
凹
み
が
生
じ
、

車
両
の
通
行
に
支
障
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

修
繕
を
行
っ
て
い
る
が
、
対

象
路
線
も
多
く
、
全
路
線
の

修
繕
及
び
強
化
整
備
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
工
事
費
が
多
額
に

な
る
路
線
に
つ
い
て
は
補
助

事
業
を
探
し
て
お
り
、
補
助

事
業
の
採
択
が
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
危
険
度
の
高
い
路

線
か
ら
強
化
整
備
を
実
施
し

た
い
。

　

ま
た
、
危
険
性
の
高
い
箇

所
は
、
舗
装
道
路
に
限
ら
ず
、

砂
利
道
に
お
い
て
も
応
急
処

置
を
実
施
す
る
。

質
問

　

砂
利
の
補
充
に
よ
る
修
繕

を
し
た
距
離
数
は
。

答
（
水
津
建
設
水
道
課
長
）

　

今
年
、
砂
利
の
原
材
料
の

予
算
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。

　

集
乳
路
線
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
路
線
、
除
雪
路
線
を
中
心

に
、
約
70
㎞
を
砂
利
の
補
充

路
線
と
位
置
付
け
、
今
年
か

ら
10
年
～
14
年
位
か
け
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

意
見

　

今
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
グ
レ
ー
ダ
ー
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
道
路
状
態
の
情
報
共
有

を
図
り
、
大
型
車
両
も
安
全

に
通
行
で
き
る
町
道
の
維
持

管
理
と
強
化
整
備
を
望
む
。

質
問

　

町
道
全
体
の
62
％
を
占
め

る
未
舗
装
の
砂
利
道
路
に
つ

い
て
、
昭
和
40
年
～
50
年
代

に
整
備
さ
れ
た
簡
易
的
な
路

盤
改
良
に
砂
利
を
敷
い
た
だ

け
の
農
道
は
、
大
型
車
両
の

通
行
に
よ
り
排
水
性
の
悪
い

道
路
と
な
り
、
降
雨
後
の
通

行
に
支
障
を
来
す
道
路
も
あ

る
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況

は
。
ま
た
、
早
急
な
砂
利
の

補
充
が
必
要
と
思
う
が
。

答
（
水
津
建
設
水
道
課
長
）

　

砂
利
道
路
に
お
い
て
も
、

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
る
。

　

特
に
、
春
先
は
道
が
緩
む

状
態
が
発
生
す
る
た
め
、
パ

ト
ロ
ー
ル
で
の
確
認
や
、
地

域
住
民
か
ら
通
報
を
受
け
た

場
合
は
、
現
地
を
確
認
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
砂
利
を
補
充

す
る
な
ど
の
修
繕
を
実
施
し

て
い
る
。

町
道
の
整
備
に

つ
い
て

Q1
大
型
車
両
の
通
行
増
加
に
よ
る

町
道
の
強
化
整
備
は

質問

補
助
事
業
を
活
用
し
危
険
度
の
高
い
路
線
か
ら

強
化
整
備
を
実
施
し
た
い

答

辻本　正雄 議員
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赤
潮
対
策
支
援
の
現
状
と
見
通
し
は

質問

今
議
会
で
支
援
費
を
補
正
計
上
し
た

赤
潮
は
収
束
に
向
か
っ
て
い
る

答

赤
潮
被
害
に
よ
り
へ
い
死
し
た
サ
ク
ラ
マ
ス

質
問

　

気
候
変
動
に
よ
り
、
年
々

漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
中
、

自
然
災
害
と
い
え
る
赤
潮
の

発
生
は
、
我
が
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
漁
業
の
将
来
に
深

刻
な
不
安
を
も
た
ら
す
結
果

と
な
っ
た
。
今
後
、
こ
の
赤

潮
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
誰

も
が
望
む
が
、
赤
潮
対
策
と

支
援
の
現
状
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
最
新
の
赤
潮
の
発

生
及
び
分
布
状
況
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

11
月
25
日
、
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
水
産
研
究
本
部

は
、
11
月
22
日
時
点
で
赤
潮

が
発
生
し
て
い
る
可
能
性
は

低
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
30
日
開
催
の

北
海
道
沿
岸
漁
業
被
害
対
策

会
議
で
も
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
で
、
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
濃
度
が
低
下
し
て
お
り
、

急
速
に
収
束
に
向
か
っ
て
い

る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

質
問

　

秋
サ
ケ
漁
、
シ
シ
ャ
モ
漁
、

毛
ガ
ニ
漁
、
ツ
ブ
漁
の
漁
獲

量
等
の
状
況
と
赤
潮
に
よ
る

影
響
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

サ
ケ
の
漁
獲
量
は
、
前
年

比
25
％
減
の
約
２
４
０
ｔ
で

近
年
の
中
で
最
低
で
あ
る
。

　

網
の
中
で
へ
い
死
し
た
３

千
４
百
匹
余
り
は
赤
潮
の
影

響
と
思
わ
れ
る
。

　

シ
シ
ャ
モ
の
漁
獲
は
不
漁

だ
っ
た
前
年
の
４
割
の
12
ｔ
、

毛
ガ
ニ
漁
は
初
日
不
漁
だ
っ

た
が
回
復
傾
向
で
、
マ
ツ
ブ

は
あ
ま
り
獲
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ら
は
赤
潮
が
原
因
か
研

究
機
関
で
調
査
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

質
問

　

赤
潮
に
対
す
る
国
、
道
、

町
の
対
策
と
支
援
の
現
状
及

び
今
後
の
見
通
し
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

町
は
、
今
議
会
に
支
援
費

の
補
正
予
算
を
提
案
し
た
。

　

国
は
、
赤
潮
発
生
の
早
期

把
握
の
技
術
開
発
、
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
魚
介
類
へ
の
影

響
調
査
、
稚
魚
等
の
育
成
管

理
に
協
力
金
支
給
な
ど
漁
業

者
支
援
の
た
め
、
臨
時
国
会

に
15
億
円
規
模
の
補
正
予
算

を
計
上
す
る
と
聞
い
て
お
り
、

北
海
道
は
被
害
実
態
把
握
の

調
査
費
用
を
議
会
に
計
上
し

て
い
る
。

質
問

　

今
後
の
サ
ク
ラ
マ
ス
養
殖

事
業
の
見
通
し
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

令
和
４
年
度
ま
で
の
試
験

養
殖
事
業
で
、
昨
年
は
時
化
、

今
年
は
赤
潮
に
よ
り
試
験
の

最
終
段
階
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
来
年
度
も
取
り
組
む
方

針
と
聞
い
て
お
り
、
引
き
続

き
支
援
し
て
い
く
。

質
問

　

国
か
ら
衛
星
デ
ー
タ
の
提

供
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
気
象
変
動
観

測
衛
星
「
し
き
さ
い
」
の
撮

影
デ
ー
タ
が
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
や

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

赤
潮
の
対
策
と
支
援

に
つ
い
て

Q1

吉岡　信弘 議員
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施
設
の
老
朽
化
が
進
む
光
地
園
牧
場

質
問

　

町
営
牧
場
は
、
夏
期
放
牧

と
冬
期
舎
飼
管
理
及
び
飼
料

生
産
を
行
い
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
畜
産
業
の
振
興
・

推
進
に
寄
与
し
て
き
た
が
、

近
年
は
経
営
赤
字
が
長
期
化

し
て
お
り
、
今
後
の
経
営
管

理
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

地
域
の
畜
産
振
興
に
対
す

る
町
営
牧
場
の
役
割
は
、
今

も
間
違
い
な
く
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
経
営
収
支

の
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
お
り
、

公
共
施
設
と
し
て
の
公
平
性

や
公
益
性
・
経
済
性
も
含
め

早
急
な
取
組
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

質
問

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築

時
期
と
考
え
方
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
修
繕
等
に
よ
る
延

命
化
を
基
本
と
し
、
当
面
は

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
作

業
機
械
の
更
新
を
優
先
す
る
。

質
問

　

晩
成
地
区
の
放
牧
地
は
、

将
来
も
使
用
し
て
い
く
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

当
面
は
放
牧
利
用
の
継
続

を
考
え
て
い
る
が
、
預
託
頭

数
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
用

途
廃
止
や
貸
付
な
ど
を
含
め

検
討
し
た
い
。

質
問

　

車
両
・
作
業
機
械
は
、
今

後
も
更
新
と
借
上
げ
の
併
用

で
対
応
す
る
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

サ
イ
レ
ー
ジ
の
収
穫
等
、

短
期
間
使
用
す
る
大
型
機
械

は
外
部
化
で
対
応
し
、
日
々

の
作
業
に
必
要
な
機
械
や
車

両
は
備
品
と
し
て
整
備
す
る
。

質
問

　

現
在
未
使
用
の
サ
イ
ロ
等

の
解
体
処
理
の
考
え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

最
終
的
に
は
解
体
撤
去
と

な
る
が
、
サ
イ
ロ
の
解
体
費

用
は
高
額
で
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
将
来
的
な
在
り
方
を
検

討
し
て
決
定
し
た
い
。

質
問

　

経
営
赤
字
の
要
因
で
あ
る

預
託
料
金
改
定
の
検
討
と
時

期
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

牧
場
運
営
委
員
会
で
議
論

を
重
ね
、
次
年
度
か
ら
料
金

引
き
上
げ
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
諮
問
機
関
の

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で

審
議
し
て
も
ら
う
。

質
問

　

預
託
料
金
の
管
内
水
準
は
。

答
（
松
木
農
林
水
産
課
長
）

　

預
託
料
金
は
、
管
内
の
最

低
水
準
で
あ
る
。

質
問

　

将
来
の
夏
期
放
牧
及
び
冬

期
舎
飼
総
数
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

夏
期
放
牧
１
，
０
０
０
頭
、

冬
期
舎
飼
５
０
０
頭
を
目
標

と
し
た
い
。

長
期
化
す
る
経
営
赤
字
解
消
の
対
策
は

質問

預
託
料
改
定
を
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
で
検
討

答

菅　　敏範 議員

町
営
牧
場
の

経
営
管
理
に
つ
い
て

Q1
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船戸　健二 議員

マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
補
助
金
の
案
内

質
問

　
「
大
樹
で
か
な
え
る
マ
イ

ホ
ー
ム
支
援
事
業
」
は
、
移

住
及
び
定
住
の
促
進
と
、
誰

も
が
住
み
よ
い
、
う
る
お
い

の
あ
る
住
環
境
づ
く
り
を
目

的
と
し
、
多
く
の
町
民
の
方
、

特
に
子
育
て
世
代
、
働
き
世

代
に
と
っ
て
目
標
で
あ
る
住

宅
取
得
、
ま
た
、
町
内
建
築

関
連
事
業
者
に
と
っ
て
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今

年
度
で
事
業
が
終
了
す
る
が
、

現
在
の
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

住
生
活
基
本
計
画
の
目
標

に
あ
る
と
お
り
、
持
続
可
能

な
住
環
境
の
維
持
・
向
上
を

図
る
た
め
「
大
樹
で
か
な
え

る
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業
」

の
内
容
を
変
更
し
て
継
続
し
、

移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
り

た
い
。

質
問

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
と
世
界
的
な
半
導

体
不
足
の
影
響
で
資
材
納
入

が
厳
し
い
状
況
の
中
、
工
事

完
了
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に

影
響
が
及
ん
で
い
な
い
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
工
事
完

了
の
遅
れ
の
申
入
れ
は
な
い

が
、
申
請
者
の
不
可
効
力
に

よ
り
工
事
完
了
が
で
き
な
い

場
合
は
、
住
宅
の
建
築
状
況

を
調
査
し
弾
力
的
な
運
用
を

図
る
こ
と
で
救
済
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

質
問

　

今
後
も
住
宅
建
設
費
の
高

騰
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
、
町
内
住
宅
の
価
格
が
上

昇
し
、
来
年
度
か
ら
の
新
築

住
宅
及
び
中
古
住
宅
取
得
の

鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

今
年
度
で
支
援
事
業
が
終

了
予
定
で
あ
っ
た
た
め
、
駆

け
込
み
需
要
で
申
請
者
も
多

く
、
住
宅
取
得
の
鈍
化
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
新
年
度
は

５
年
間
の
事
業
継
続
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

質
問

　

国
土
交
通
省
の
「
こ
ど
も

み
ら
い
住
宅
支
援
事
業
」
と
、

「
大
樹
で
か
な
で
る
マ
イ
ホ

ー
ム
支
援
事
業
」
の
重
複
申

請
は
可
能
か
。

答
（
水
津
建
設
水
道
課
長
）

　

国
の
補
助
金
と
町
の
補
助

金
を
別
々
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

　

子
ど
も
に
対
す
る
補
助
加

算
額
の
減
額
は
、
子
育
て
世

代
の
住
宅
取
得
支
援
と
し
て

も
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も

効
果
を
弱
め
る
と
考
え
て
い

る
。
住
宅
取
得
を
一
つ
の
目

標
と
す
る
子
育
て
世
代
、
若

い
世
代
に
対
し
て
の
住
宅
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
も

事
業
の
評
価
、
検
討
、
見
直

し
が
必
要
で
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

５
年
間
の
成
果
を
踏
ま
え

て
、
見
直
す
所
は
見
直
し
、

加
え
る
所
は
加
え
る
。
新
た

に
５
年
間
の
事
業
継
続
が
認

め
ら
れ
た
の
で
是
非
、
一
人

で
も
多
く
の
方
が
大
樹
町
で

夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
な
マ

イ
ホ
ー
ム
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
取
り
進
め
て
い

く
。

期
限
が
迫
る
事
業
の
状
況
と
事
業
継
続
は

質問

内
容
を
変
更
し
て
継
続
し
、
移
住
・
定
住
の

促
進
を
図
る

答

大
樹
で
か
な
え
る
マ

イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業

に
つ
い
て

Q1



ここが聞きたい！
一 般 質 問
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質
問

　

第
５
期
総
合
計
画
の
基
本

目
標
の
成
果
と
課
題
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

第
５
期
総
合
計
画
の
理

念
「
活
力
と
や
す
ら
ぎ
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。
財

政
的
な
課
題
に
よ
り
、
実
現

に
時
間
を
要
す
る
事
業
も
あ

り
、
残
さ
れ
た
任
期
の
中
で

最
善
・
最
大
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

質
問

　

航
空
宇
宙
産
業
基
地
の
一

般
会
計
の
透
明
性
か
ら
も

「
新
た
に
目も
く

の
設
置
」
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
度
の
予
算

編
成
に
取
り
組
ん
で
は
。

答
（
黒
川
副
町
長
）

　

航
空
宇
宙
分
野
を
独
立
さ

せ
て
、
新
し
い
「
目も
く

」
の
設

置
に
向
け
て
調
整
し
て
い
る
。

質
問

　

令
和
４
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
と
方
針
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

従
来
の
慣
習
や
価
値
観
、

手
法
等
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
事
務
事
業

の
内
容
を
精
査
し
、
効
率
的
、

効
果
的
な
歳
入
・
歳
出
予
算

と
な
る
よ
う
編
成
作
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

令
和
４
年
度
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
、
経
常
経
費
繰
入

等
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
、

改
善
に
努
め
る
こ
と
が
課
題

と
考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

今
年
度
は
財
政
調
整
基
金

の
繰
入
額
を
減
額
補
正
し
て

い
る
。
現
在
、
行
財
政
改
革

推
進
本
部
会
議
に
お
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
検
討
内
容
を
踏
ま
え
、

新
年
度
予
算
に
反
映
し
て
参

り
た
い
。

質
問

　

酒
森
町
政
は
令
和
４
年
度

が
最
終
年
度
。

　

執
行
方
針
・
主
要
施
策
を

含
め
、
基
本
目
標
の
達
成
・

事
業
化
に
つ
い
て
、
ど
う
仕

上
げ
る
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

概
ね
計
画
通
り
進
め
た
と

思
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
対

策
も
含
め
、
町
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
３
年
間
進
ん
で

こ
ら
れ
た
。
令
和
４
年
度
、

町
民
プ
ー
ル
改
築
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
残
さ
れ

た
1
年
で
可
能
な
限
り
、
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問

　

行
財
政
改
革
も
表
（
正
）

の
行
革
と
裏
（
負
）
の
行
革

の
バ
ラ
ン
ス
で
財
政
運
営
が

適
正
に
進
み
、
地
域
住
民
も

理
解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

期
限
を
定
め
て
、
町
民
の

皆
様
に
見
え
る
よ
う
に
、
あ

る
意
味
「
見
え
る
化
」
だ
と

思
う
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
な
か
で
大
き
な
要
素

を
占
め
る
職
員
定
数
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
ジ
レ
ン
マ

を
持
ち
な
が
ら
、
定
数
の
見

直
し
と
財
政
運
営
・
行
政
運

営
を
進
め
て
い
き
た
い
。

航
空
宇
宙
基
地
分
野
の
一
般
会
計

「
目も

く

」
の
新
設
を

質問

新
し
い
「
目も
く
」
の
設
置
に
向
け
て
調
整

答

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
初
号
機
実
物
大
模
型
（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）

齊藤　　徹 議員

町
長
公
約
の
検
証
と

令
和
４
年
度
の
主
要

施
策
に
つ
い
て

Q1
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第
４
回
臨
時
会

令和３年度大樹町一般会計補正予算（第６号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ1,533万6,000円を追加し、予算の総額を99億8,865万2,000円としました。

令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第３号）について
原案可決

資本的支出の予定額を2億8,216万2,000円としました。

令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号）について
原案可決

資本的支出の予定額を4,910万円としました。

第
４
回
定
例
会

大樹町国民健康保険税条例の一部改正について
原案可決全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律が施行されたことの伴い、子ども

に係る国民健康保険税の均等割額、減額措置の導入などについて所要の改正をしました。

大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正について
原案可決

今年度改築を行った生花地区の会館について名称を生花行政区会館と改めました。

大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
原案可決家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の施行に伴い、必要となる規定の整備を行うため

改正しました。

大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部改正について 原案可決
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正す
る内閣府令の施行に伴い、必要となる規定の整備を行うため改正しました。

大樹町道路占用料徴収条例及び大樹町普通河川管理条例の一部改正について
原案可決道路占用料の設定の際に参考としている道路法施行令が改正されたことに伴い、町条例に定める道路占用料を改正す

るとともに、道路占用料との均衡を図るため、普通河川における土地占用料についても併せて改正しました。

大樹でかなえるマイホーム支援補助金交付条例の一部改正について
原案可決持続可能な住宅環境の維持、向上のため、補助金の支援措置を継続し、引き続き定住促進や転入者の増加を図るため

改正しました。

大樹町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について
原案可決総務省消防庁長官より消防団員の確保を目的に団員の処遇改善に対する基準が示されたことから、本条例も基準を参

考に改正しました。

十勝圏複合事務組合規約の変更について
原案可決ゴミ処理施設及び最終処分場の設置、維持管理、運営に関する事務を共同処理する市町村に令和4年4月1日から幕別

町忠類村地区が加わることに伴い、規約の一部を変更しました。

南十勝複合事務組合規約の変更について
原案可決大樹町、広尾町、幕別町の3町で構成している南十勝複合事務組合において共同処理をしているゴミ処理施設及び最

終処分場の設置及び管理運営に関する事務及び小動物焼却処理施設の設置及び管理運営に関する事務について、幕別
町旧忠類村地域が令和4年3月31日をもって離脱することに伴い、規約の一部を変更しました。

南十勝複合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について
原案可決南十勝複合事務組合において共同処理をしているゴミ処理施設及び最終処分場の設置及び管理運営に関する事務及び

小動物焼却処理施設の設置及び管理運営に関する事務から幕別町旧忠類村地域が令和4年3月31日をもって離脱するこ
とに伴い、財産処分について協議書により定めました。

町道路線の認定について
原案可決

緑苑行政区内の道路用地は宅地利用が進んでおらず、行政区からの要請もあり町道として認定しました。

令和３年度大樹町一般会計補正予算（第７号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ1億1,139万5,000円を追加し、予算の総額を101億4万7,000円としました。

令和３年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）について
原案可決

歳入歳出予算の総額に変更はなく、歳出予算内で200万円ずつの増減をしました。

全会一致の議案

一目でわかる 審議結果

次のページへ続く
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委
員
長　

辻
本　

正
雄

副
委
員
長　

西
山　

弘
志

委　
　

員　

松
本　

敏
光

委　
　

員　

齊
藤　
　

徹

委　
　

員　

船
戸　

健
二

委　
　

員　

寺
嶋　

誠
一

広報広聴常任委員会

編
集
後
記

　

雪
が
降
り
積
も
り
、
冬
ら
し
い
景
色
に
変

わ
り
ま
し
た
。
小
中
学
校
で
は
３
学
期
が
始

ま
り
、
登
校
す
る
子
ど
も
達
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
へ
の
教
育
は
と
て
も
重
要
な
こ

と
で「
知
識
」だ
け
で
は
な
く
、「
常
識
」や「
心

の
在
り
方
」
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
希
望
の
持
て
る
社
会

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

新
庁
舎
も
完
成
し
、
大
樹
町
と
し
て
良
い

一
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
ま
た
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
一
年

と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

委
員  

松
本　

敏
光

第
４
回
定
例
会

令和３年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ96万7,000円を追加し、予算の総額を4億723万5,000円としました。

令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）について
原案可決収益的支出の予定額を5億1,495万5,000円としました。資本的支出の予定額を2億8,516万2,000円としました。

議会の議決を経なければ流用することのできない経費である職員給与費を2,848万円としました。

令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第５号）について
原案可決収益的収入・支出の予定額をそれぞれ11億742万3,000円としました。

資本的収入の予定額を4,995万1,000円とし、資本的支出の予定額を5,244万1,000円としました。
議会の議決を経なければ流用することのできない経費である給与費を7億8,102万4,000円としました。

令和３年度大樹町下水道事業会計補正予算（第３号）について
原案可決収益的収入の予定額を4億5,749万9,000円とし、収益的支出の予定額を3億218万円としました。

資本的支出の予定額を2億824万円としました。

財産の取得について
原案可決

新庁舎用備品（キャビネット類）を1,774万円で購入することとしました。

財産の取得について
原案可決

新庁舎用備品（机類）を1,599万4,000円で購入することとしました。

財産の取得について
原案可決

新庁舎用備品（カウンター類）を1,018万円で購入することとしました。

財産の取得について
原案可決

新庁舎用備品（議場関係）を1,499万3,000円で購入することとしました。

財産の無償譲渡について
原案可決

歴舟中学校敷地として指定寄附を受けた土地の一部を、寄附者相続人に無償譲渡しました。（2件）

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書に関する陳情書
採　択

国会での審議が進んでいない現状を踏まえ、国及び政府が議論を積極的に行う必要があるため、採択としました。

「核のごみ受け入れ阻止条例」の制定についての陳情書
不採択

条例の制定については、道の立場を踏まえながら十勝全体で議論されるべきものと思われるため、不採択としました。

女性議員が参加しやすい環境を整える条例の制定についての陳情書
継続審査

女性議員がさらに活躍しやすい環境整備について理解を深める必要があるため、継続審査としました。

選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書
原案可決

国会での審議が進んでいない現状を踏まえ、国及び政府が議論を積極的に行うことを要望する意見書を提出しました。

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書
原案可決

海水温上昇による水産漁業等への影響や被害の解明、漁業被害への経済的支援策の策定を要望する意見書を提出しました。


